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国⼟交通省直轄⼯事では，⼀般競争⼊札‧総合評価落札⽅式を⼤部分に適⽤している．技術

評価点算出に使⽤する標準点，加算点，施⼯体制評価点の標準的な配点は⻑年変更されてな

いため，現在の配点が適正なのか確認する必要がある． 本研究では，全国の各地⽅整備局等
で発注されている総合評価落札⽅式を適⽤した⼯事を対象として，技術評価点算定の得点配

分を変えた場合の影響について試算を⾏った．本研究では，全国の各地⽅整備局等で発注さ

れている総合評価落札⽅式を適⽤した⼯事を対象として，技術評価点算定の得点配分を変え

た場合の影響について試算したので報告する．
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１．はじめに  

2005(平成 17) 年の「公共工事の品質確保の促進に関する法律」成立を契機に，一般競争入札・総合評価落

札方式の適用が急速に拡大し，現在では，国土交通省直轄工事の大部分に一般競争入札・総合評価落札方式を

適用している．総合評価落札方式は，価格と価格以外の要素（品質など）を総合的に評価して落札者を決定す

る方式で，落札者を決定するための指標である評価値の算出方法は，品質などを評価した技術評価点を入札価

格で除する除算方式を原則適用している．技術評価点算出に使用する標準点，加算点，施工体制評価点は，標

準的な配点を定めて使用されており，配点は長年変更されてないため，現在の配点が適正なのか確認する必要

がある．  
本研究では，全国の各地方整備局等で発注されている総合評価落札方式を適用した工事を対象として，技術

評価点算定の得点配分を変えた場合の影響について試算したので報告する． 
２．検討方法  

各地方整備局等（港湾・

空港を除く）において，

2021 年度に総合評価落札

方式により発注された工

事のうち，施工能力評価型

Ⅰ型・Ⅱ型：7712 件，技術

提案評価型 S 型：262 件の

入札結果を対象として，表

-1 に示す技術評価点の算

定に使用されている現行の標準点，加算点，施工体制評価点の標準的な得点配分 1)を各検討ケースに示す配点

で現行から変化させる試算を行い，落札者の変動状況等の確認を行った． 
３．分析結果 

以下に分析結果を記す．グラフは，変化対象ごとに右側ほど技術評価点に占める加算点の割合が大きくなる

ように配置した． 
１）落札者の変動状況  

試算の結果，落札者の変動した件数（割

合）を図-1 に示す．施工能力評価型及び

技術提案評価型のいずれのケースにおい

ても落札者の変動は小さかった．「加算

点」を変化させた場合の落札者の変動が，

「標準点」や「施工体制評価点」を変化さ

せた場合よりも大きかった．   
図-1 落札者の変動状況 
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表-1 技術評価点の標準的な得点配分と検討ケース     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   

標準点 加算点
施工体制
評価点

合計 標準点 加算点
施工体制
評価点

合計

100点 40点 30点 170点 100点 60点 30点 190点

1 150点 150点 40点 30点 220点 150点 60点 30点 240点

2 50点 50点 40点 30点 120点 50点 60点 30点 140点

3 0.5倍 100点 20点 30点 150点 100点 30点 30点 160点

4 1.5倍 100点 60点 30点 190点 100点 90点 30点 220点

5 2.0倍 100点 80点 30点 210点 100点 120点 30点 250点

6 15点 100点 40点 15点 155点 100点 60点 15点 175点

7 0点 100点 40点 0点 140点 100点 60点 0点 160点

技術評価点 技術評価点検討
ケース

変化対象

現 行

標準点
(現行100点)

加算点
(現行40点,60点

×1.0倍)

施工体制評価点
(現行30点)

施工能力評価型 (Ⅰ型・Ⅱ型) 技術提案評価型 (S型)
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２）価格順位と落札率  
価格順位１位の落札者と平均落札率

の変動状況を図-2 に示す．技術提案評

価型では，いずれのケースにおいても

変動は小さかった．施工能力評価型の

標準点，加算点を変化させたケースで

は，技術評価点に占める加算点の割合

の増加に従って価格１位の落札者の減

少や平均落札率が増加する状況が見ら

れた．  
３）技術評価点得点順位と得点率 

技術評価点順位１位の落札者と平均

得点率の変動状況を図-3 に示す．いず

れのケースにおいても変動は小さかっ

た．施工能力評価型の標準点，加算点を

変化させたケースでは，技術評価点に

占める加算点の割合の増加に従って技

術評価点１位の落札者の増加や平均得

点率が増加する状況が見られた． 
４）工事品質の変動状況 

落札者の変動件数が比較的多い施工能

力評価型を対象とし，落札者の変動した

工事における落札者の工事成績平均点

（過去５年平均）を図-4に示す．各ケー

スとも工事成績平均点は現行と同程度で

あった．  
４．おわりに  

各地方整備局等で総合評価落札方式を

適用した工事を対象として，技術評価点

の各設定値を変えた場合の影響の試算を

行った結果，落札者の変動,落札者の落札率・得点率・工事成績平均の変化は小さかった．施工能力評価型の標

準点及び加算点を変化させたケースでは，落札率及び技術評価点得点率の若干の変化がみられたものの，価格

と品質のバランスを考慮すると現行の技術評価点の各構成要素の設定値には特に問題は見当たらなかった． 
 各地方整備局等で使用している総合評価落札方式では施工体制評価型の試行を含むダンピング対策により

低入札は少ない状況にあるものの，品質が十分評価され，品質向上につながっているか，より詳細な分析を行

い，検討していく予定である． 
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図-4 変動した落札者の過去の工事成績平均点 
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図-2 価格１位落札者と落札率の変動状況 
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図-3 技術評価点１位落札者と得点率の変動状況 
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